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や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
組
織
的
問
題
解
決

能
力
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

単
な
る
ア
イ
デ
ア
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
世
に
送
り
出
す
に
は
、
新
し
い
技
術
と
最

先
端
の
技
能
が
求
め
ら
れ
る
。
二
つ
目
の
目

的
は
技
能
や
技
術
の
陳
腐
化
の
阻
止
で
あ

る
。
そ
の
他
に
は
、
優
秀
人
材
の
定
着
が
挙

げ
ら
れ
る
。
技
術
職
や
専
門
職
人
材
の
企
業

選
び
の
基
準
と
し
て
、“
最
先
端
の
技
術
を

学
べ
る
”
を
挙
げ
る
人
が
増
え
て
い
る
。
技

能
や
技
術
向
上
の
支
援
活
動
は
既
存
社
員
の

生
産
性
ア
ッ
プ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
優
秀

人
材
の
定
着
や
確
保
に
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
企
業
が
人
材
に
求
め
る
能
力
を
検

討
し
て
み
よ
う
。
大
別
す
る
と
二
つ
に
分
類

で
き
る
だ
ろ
う
。一
つ
は
、「
人
格
的
に
優
れ
、

よ
り
広
い
視
野
で
行
動
で
き
る
能
力
」（
例
：

決
断
力
、
好
奇
心
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
論

理
思
考
力
、
問
題
解
決
能
力
な
ど
）、
も
う

一
つ
は
、「
職
務
を
高
い
レ
ベ
ル
で
遂
行
で

き
る
能
力
」（
例
：
業
務
知
識
・
業
務
ル
ー
ル
、

資
格
、専
門
知
識
、操
作
技
術
な
ど
）で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
能
力
は
、
例
に
示
す
通
り
性
質

が
異
な
る
。
質
の
違
う
能
力
は
、
学
習
ゴ
ー

ル
や
開
発
方
法
が
異
な
る
。
前
者
は
生
涯
に

わ
た
り
磨
き
続
け
て
い
く
能
力
、
後
者
は
必

要
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
能
力
と
呼
べ
る

だ
ろ
う
。生
涯
を
か
け
開
発
し
て
い
く
能
力
、

言
い
換
え
る
と「
到
達
点
の
な
い
能
力
」
は
、

日
々
の
仕
事
を
通
じ
て
学
ぶ
。
長
い
時
間
を

か
け
、
多
種
多
様
な
人
と
関
わ
り
、
様
々
な

経
験
や
体
験
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学

習
を
通
じ
て
、
自
己
の
成
長
と
共
に
開
発
さ

れ
て
い
く
。
も
う
一
方
の「
到
達
点
の
あ
る

能
力
」
は
、
遂
行
す
る
業
務
内
容
や
役
割
に

応
じ
て
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
と
し
て

明
確
化
し
や
す
く
、
学
習
事
項
や
学
習
時
間

が
見
積
り
や
す
い
。
研
修
な
ど
の
フ
ォ
ー
マ

ル
な
教
育
施
策
を
活
用
し
効
率
的
、
効
果
的

に
獲
得
し
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
に
企
業
で
の
最
優
先
事
項

は
、
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
競
争
力
の
あ
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
活
動
と
し

て
、
人
的
投
資
が
行
わ
れ
る
。
開
発
さ
れ
る

能
力
は
、
到
達
点
の
あ
る
も
の
と
到
達
点
の

な
い
も
の
に
分
類
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獲
得

方
法
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

次
回
は
フ
ォ
ー
マ
ル
学
習
の
典
型
で
あ
る

研
修
に
焦
点
を
当
て
、
研
修
に
期
待
で
き
る

効
果
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

企
業
活
動
に
お
け
る
人
材
育
成
の
位
置
付
け

企
業
は
社
会
に
貢
献
し
役
立
つ
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
組
織

化
さ
れ
市
場
に
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
企
業

組
織
内
で
の
最
優
先
活
動
は
、
生
産
や
サ
ー

ビ
ス
行
為
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
人
材
育
成

で
は
な
い
。
し
か
し
企
業
は
現
状
維
持
を
死

守
す
る
だ
け
で
は
、
企
業
間
競
争
に
勝
ち
残

れ
な
い
。
自
組
織
の
製
造
力
や
技
術
力
、
業

務
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
競
争
力
の
源
泉
を
高

め
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
高
い
競
争
力
を
用

い
て
、
よ
り
優
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
市
場
で
の
存
在
力
を
高
め
て
い
く
。

企
業
競
争
力
を
高
め
る
活
動
の
一
つ
が
投
資

活
動
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
目
的
に
よ
り
研
究

開
発
投
資
、
技
術
投
資
、
設
備
投
資
、
Ｉ
Ｔ

投
資
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
人
材
育
成
は
、
経

営
資
源
で
あ
る
ヒ
ト
に
対
し
て
実
施
さ
れ
る

人
的
投
資
で
あ
る
。

人
的
投
資
の
目
的
と
企
業
が
求
め
る
能
力

人
的
投
資
の
実
施
目
的
は
一
般
に
次
の
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
組
織
的
問
題
解

決
能
力
の
強
化
で
あ
る
。
移
り
変
わ
る
市
場

ニ
ー
ズ
、
多
様
な
競
争
相
手
、
市
場
は
一
瞬

た
り
と
も
留
ま
る
こ
と
が
な
い
。
市
場
で
選

択
さ
れ
続
け
る
に
は
、
様
々
な
難
問
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
他
社
を
上
回
る
創
造
的
な
製
品
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